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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

 

北海道立地下資源調査所 

技術員 高 橋 功 二 

 同    三 谷 勝 利 

 

 

は し が き 

 

この図幅および説明書は，昭和 39 年から同 41 年までの３年間にわたり，延約 180 

日を費して行なった野外調査の結果を取りまとめたものである。 

野外調査に際しては，北海道大学の魚住悟・藤江力＊・土屋篁の各氏から援助をう 

けた。また内業に当たっては，道立地下資源調査所の長谷川潔氏と山岸宏光氏から資 

料の提供をうけ，鈴木守氏には，岩石の顕微鏡鑑定をお願いした。明記して，上記の 

方々に心から感謝の意を表する。 

Ⅰ 位 置 交 通 

この図幅は，東経143ﾟ15'～143ﾟ30'，北緯43ﾟ20'～43ﾟ30'の範囲を占めている。行 

政区轄は十勝支庁管内に属している。大部分の地域は足寄郡足寄町の範囲であるが， 

一部分，北東隅の地域は足寄郡陸別町に，また南西隅の地域は河東郡上士幌町に，そ 

れぞれ含まれている。 

図幅地域の交通機関としては，帯広から十勝三股に通ずる国鉄士幌線が，図幅西南 

隅の音更川流域ぞいに，この地域をかすめて走っている。主要な道路としては，一般 

道々か，南に隣接する上士幌図幅の芽登市街から美利別川とヌカナン川の合流点付近 

にある西喜登牛の部落まで通じ，帯広および足寄方面から１日数回の便がある。 

しかし，この図幅地域は森林資源が豊富なため，その開発を目的として，各河川に 

 

＊ 現在応用地質調査事務所 

芽 登 温 泉（釧路－第4号） 
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第１図 位  置  図 

って林道がいちじるしく発達しており，奥地まで自動車道路が通じている。 

Ⅱ 地   形 

この図幅地域は山岳地帯であって，最高峯のキトウシ山（1,312.3m）をはじめ、標 

高900mを越える山稜が連なっているが，大別すると，次の三つの，特ちょうある地 

形をしめす地域に区別することができる。 

(1) 図幅東部地域のキトウシ山を中心とした火山地形を呈している地域。 

(2) 図幅西部の侵の進んだ急峻な山地形を呈している地域。 

(3) 図幅南部の平坦な地形面を形成している地域，および河岸段丘の発達する地 

域。 

(1)の地形をしめす地域は，標高500m以上の高度で，キトウシ山（1,312.3m）を頂 

部とする単一の山体からなりたっている地域で，図幅東部地域を広くおおうキトウ 

シ火山の火山地形をしめしている。キトウシ火山の山体は，新しい河川により細くき 

ざまれ，かなり侵されているが，南方へ同心円状に拡がる等高線の様子は熔岩の流 
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第２図 地形復元図（1kmの幅で谷を埋めたもの） 

 

 

 

 

 
 

 

 

第３図 芽室温泉付近から西方の山地域を望む。構成岩はヌカナン川層 
 の角礫凝灰岩および熔結凝灰岩，山頂部は足寄層の安山岩熔岩。 
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走面を表現しているものであろう。 

(2)の地形を示す地域は，ホロカピリベツ川よ 

り西部の地域で，標高600mから1,000mを 

こえる開析の進んだやや急峻な山地形を示す地 

域で，所々に900～1,000m前後の独立峯が残 

されている。図幅西北部の美利別川とヌカナン 

川にはさまれた地域には北隣の常元図幅内にあ 

るクマネシリ岳から細長い尾根が連なってお 

り，また，図幅の北西隅には，西隣の糠平図幅 

内にある南クマネシリ岳の円錐状の山体の一部 

が分布している。これらの地形はかなり開析の 

進んだ古いクマネシリ火山の地形を表現してい 

るものと考えられ，熔岩の流走面が残されたも 

のと判断する。なお，この地域は新第三紀の堆 

積岩類および火成岩類から構成されている地域 

である。 

(3)の地形をしめす地域は，２段の平坦面を形 

成している地域である。最も高い平坦面は標高 

500m～600mの高さで，上旭ケ丘，旭ケ丘から 

音更川の左岸地域につらなっている。ついで標 

高400m～500mの平坦面が美利別川の左岸に 

みられる。これらの平坦面の形成機構について 

は，現在のところ不明である。河岸段丘として 

は，主として美利別川の流域に比高80m～100 

m，40m～60mおよび5m～8mの３段がみと 

められる。もっとも低い段丘面は，図幅内の主 

要河川の流域に普通にみとめられる。 

図幅地域に発達する主要な河川陸としては，図 

幅中央部を北から南へ縦断する美利別川と，そ 

の支流のヌカナン川，ホロカピリベツ川陸，キト 

第
４
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ウシ川などがあり，本流の美利別川と同様な南北性の流路をとっている。また，図幅 

の西南部には，美利別川の水系とは異なるが，ほぼ同じ方向の流路をとる音更川，芽 

登川などがある。第５図は図幅地域の水系図であるが，上記の主要河川と，それより 

分岐する各沢は見事な樹枝状の模様を呈し，特ちょう的な水系を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 河  川  図 

なお，第２図にしめした1kmの幅で谷を埋めた地形復元図によると，ヌカナン川 

は美利別川の水系ではなく，メトー川の水系に属していたことがうかがわれ，河川の 

争だつが行なわれたことをしめしている。 

Ⅲ 地   質 

Ⅲ.１ 地 質 概 説 

この図幅地域に分布している地層は，第６図にしめしたとおりである。 

この地域は， 東北部北海道グリンタフ堆積区 の十勝北部地区にふくまれる地帯に 

位置していて，新第三紀中新世から第四紀洪積世初期までの地層は，全般的に，火山 

〃 〃
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第６図 模 式 柱 状 図 
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砕岩や熔岩などの火山性岩相を主体にしている。 

この地域の最下位の地層は，中新世に属する火山砕層岩および溶岩から構成され， 

図幅の西半部を占めて広く分布している。そして，構成岩相の上から，緑色凝灰岩や 

プロピライトで特ちょうづけられる下位のホロカピリベツ川層と，流紋岩質の角礫凝 

灰岩や熔結凝灰岩で構成される上位のヌカナン川層とに大きく２分される。 

一方，図幅の東半部には，鮮新世に属する熔岩や火山性堆積層からなる足寄層と礫 

岩層を主体にした池田層が広く発達している。 

足寄層は，この図幅の東および東南に隣接する「陸別」および「足寄太」の両図幅 

地域に標式的に発達する陸成の火山性堆積層であって，この図幅内の分布が，その北 

西端になっている。 

この足寄層は，５つの部層に区分されるが，火成活動の性質からは，下部が安山岩 

質，上部が石英安山岩質になっており，最上部に石英安山岩質の熔結凝灰岩をともな 

っている。これらの部層のうちで，とくに，下部の安山岩質熔岩はもっとも広い分布 

を占めて厚く発達しており，北西方のクマネシリ岳や南クマネシリ岳などの山体の構 

成熔岩に連なっている。なお，隣接の「陸別」図幅地域では，この安山岩熔岩に相当 

する岩相は，この地層下部の上利別集塊岩砂岩層中のトラリ集塊岩層（亜部層）と命 

名したものであるが，その発達の規模は，ひじょうに小さい。これらのことからみて 

足寄層下部の安山岩質の火成活動は，この図幅地域に中心があったものと考えられ 

る。 

池田層は，南に隣接する「上士幌」図幅地域からの連なりとして，軟弱な礫岩相が 

南西方の地区にわずかに発達している。 

これらの新第三紀層をおおって，キトウシ熔岩，芽登凝灰岩，上旭ケ丘礫層，植坂 

山礫層，段丘堆積物などの第四紀の火山岩および堆積層が，おもに図幅の西方から南 

西方にかけて広く発達している。 

キトウシ熔岩は，図幅東方のキトウシ山を中心として広がる含かんらん石・しそ輝 

石・普通輝石安山岩である。 

上旭ケ丘礫層および植坂山礫層は，標高400～600mのいく分開析の進んだ平坦状 

地形を構成している地層であるが，地形上からみて，いく分段丘地形とことなってい 

るので，段丘礫層と区別して取扱った。 

段丘堆積層は，おもに美利別川流域にそって，３段の平坦面を作って発達している。 
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Ⅲ.２ 新 第 三 系 

Ⅲ.２ １ ホロカピリベツ川層 

図幅地域の最下位の地層で，模式地のホロカピリベツ川流域をはじめ，図幅西南隅 

の音更川流域，芽登川上流地域，およびヌカナン川流域の芽登温泉付近から美利別川 

流域の出合付近にいたる地域に分布する。 

この地層は，岩相によって，下部から緑色凝灰岩層，プロピライト熔岩，砂岩泥岩 

互層の三つに区別される。 

ⅰ）緑色凝灰岩層 

分布： ヌカナン川の下流付近とホロカピリベツ川流域に模式的に分布するが，糠平 

図幅との境界付近の，音更川の河床にも小さな分布がみられる。 

岩質・岩相： 一般に塊状，無層 

理の産状を呈し，濃緑色の安山岩 

質角礫凝灰岩を主体としている。 

ホロカピリベツ川やヌカナン川で 

は，集塊岩状の岩相を呈している 

ところもある。ホロカピリベツ川 

の流域では，ときに層理の発達し 

た砂質凝灰岩を介在している。角 

礫凝灰岩の礫は指頭大のものが普 

通で，ときに大のものもみられ 

る。集塊岩状の岩相を呈している 

ところでは，大から人頭大の礫が多くふくまれている。礫は，ほとんどが後述する 

プロピライトと同質の礫であって，わずかに流紋岩の礫もみられる。 

層厚：300m以上に達するようである。 

ⅱ）プロピライト熔岩 

分布： 音更川流域から芽登川上流にかけての地域，芽登温泉付近，ホロカピリベツ 

川流域に分布している。 

岩質・岩相： 一般にやや緑色を帯びた暗灰色黒色の緻密堅硬な岩石であるが，場所 

により濃緑色を呈するものもみうけられる。 

岩質は普通輝石・しそ輝石を含む安山岩質のプロピライトで，有色鉱物はほとんど 

第７図 ホロカピリベツ川層緑色凝灰岩層の 
露頭－集塊岩状を呈している（芽登 
温泉付近） 
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変質している。なお変質の弱いところでは新鮮な安山岩とほとんど変わらない。石英 

脈・方解石脈や黄鉄鉱の鉱染もみられる。 

プロピライトを顕微鏡下で観察すると，斑晶は斜長石が大部分で，普通輝石・しそ 

輝石をともなっている。斜長石はわりあい新鮮であるが，緑泥石や方解石によって置 

き換えられている。輝石類も緑泥石によって置き換えられている。石基は，ハイアロ 

フェリテック組織を持っているが，インターサータル組織をもっているものもある。 

柱状の斜長石のなかに微細な緑泥石が発達している。 

層位関係： このプロピライト熔岩は相対的には緑色凝灰岩層の上部に位置するが， 

緑色凝灰岩層中のプロピライト礫を含む岩相を水平的に追跡すると次第にその量を増 

しプロピライト類に移化してゆく。(ホロカピリベツ川流域)。また緑色凝灰岩層中に 

介在しているものもある。(芽登温泉－出合付近) 

ⅲ）砂岩泥岩互層 

分布： ヌカナン川支流のヌプリパオマナイ沢，芽登川上流地域，芽登温泉付近のヌ 

カナン川右岸，出合付近の美利別川右岸地域およびホロカピリベツ川流域に分布す 

る。 

岩質・岩相： この地層は，礫岩・砂岩・泥岩・凝灰岩などで構成されている。 

礫岩は指頭大以下の円礫からなりたっており，礫種は粘板岩・硬砂岩・珪岩などの 

古期岩類が多いが，プロピライトや流紋岩などの礫もみられる。 

砂岩は，緑灰色～黄色を呈し，塊状の中粒粗粒砂岩を主体としているが，灰白色 

の薄いシルト岩をはさむ，板状の中粒細粒砂岩もみられる。両者とも凝灰岩質である。 

泥岩は，灰白色を呈する凝灰質泥岩で，シルト岩の部分もある。この泥岩のなかに 

は，0.5～1cmの薄い凝灰質砂岩を縞状にはさんでいる。 

凝灰岩は，緑色の細粒から粗粒の凝灰岩で，前に述べた緑色凝灰岩層の凝灰岩に類 

似するが，角礫質の凝灰岩はみられない。 

この地層は，上記の各構成岩が，リズミカルな互層を形成し，湖成堆積層様の岩相 

を呈している。 

しかしながら，このような互層を形成している構成岩の組合わせは，それぞれの分 

布地域で異なっている。すなわち，ヌプリパオマナイ川では板状砂岩・凝灰質泥岩の 

互層を主体としており，礫岩又緑色凝灰岩をはさんでいるが，芽登川流域や出合付近 

では泥岩を主体としており，砂岩をはさむ程度で，礫岩をほとんど含んでいない。出 
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合付近では緑色凝灰岩をはさんでいるのが特徴的である。芽登温泉付近では塊状の砂 

岩を主体としている。 

なお，泥岩および板状の砂岩のなかには，保存不良の植物化石が産出する
＊

。 

層位関係： 芽登川上流では，プロピライト熔岩の上位に，ヌプリパオマナイ沢や出 

合付近ではプロピライト熔岩は発達しておらず，緑色凝灰岩層の上位に緑色凝灰岩層 

と互層しながら，砂岩・泥岩の互層となっている。茅登温泉付近では角礫質の緑色凝 

灰岩の上位に累重している。 

層厚： 100～150mの層厚をもっている。 

Ⅲ.２ ２ ヌカナン川層 

図幅の西半部に，ホロカピリベツ川層を整合的におおって広く分布している。 

この地層は，下部から角礫凝灰岩層，流紋岩質熔結凝灰岩，流紋岩熔岩の三つに区 

別することができる。 

i）角礫凝灰岩層 

分布： 芽登川，ヌカナン川，美利別川流域に主として分布する。 

岩質・岩相： 淡緑色～黄色を呈し，浮石に富んだやや堅硬な塊状の角礫凝灰岩で 

ある。場所によっては濃緑色を呈する軟弱な角礫凝灰岩もみられる。やや堅硬な凝灰 

岩は，弱い熔結作用をうけているものが多い。軟弱な凝灰岩は一般に熔結していな 

い。なおヌプリパオマナイ川およびその北部のヌカナン川の小沢では，角礫凝灰岩の 

なかに層理の発達する凝灰質砂岩をはさんでいる。角礫は指頭大のものが大部分であ 

るが，まれに大のものも含んでいる。礫の岩質は流紋岩質であるが，ときに，黒色 

のガラス質の安山岩を含む場合もある。 

層位関係： 下位のホロカピリベツ川層との関係は，ヌプリパオマナイ沢および美利 

別川の出合付近でみられるが，両地点ともホロカピリベツ層の角礫凝灰岩層および砂 

岩，泥岩互層の上に整合的にかさなっている。 

層厚： ヌプリパオマナイ川では100m前後であるが，ヌカナン川流域では250～ 

300mに達する。 

ⅱ）流紋岩質熔結凝灰岩 

分布： 芽登川流域，ヌカナン川，美利別川上流部に分布している。 

＊ 糠平図幅地域の糠平湖岸から産出するタウシベツフローラと同層準のものと考え 

られる。(棚井 1961) 
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岩質・岩相： 暗灰色～茶色， 

ときに桃色を呈する堅硬，緻密な 

流紋岩質熔結凝灰岩で，流紋岩や 

黒曜石の岩片を含んでいる。 

顕微鏡下で観察すると，斑晶は 

斜長石を主体としており，石英・ 

角閃石，まれに普通輝石，しそ輝石 

がみられる。石基は流理構造をし 

めすガラスからなりたっており， 

球かをともなっている。 

層位関係： 下位の角礫凝灰岩も熔結しているため，その境界はほとんど区別がつか 

ない。地質図では，確実に熔結凝灰岩としてみとめられたものだけをと色したが，角 

礫凝灰岩の相対的上位に位置している。 

層厚： 地域により厚さの変化はあるが，もっとも厚い芽登川流域では200～250m 

である。 

ⅲ）流紋岩熔岩 

分布： ヌカナン川支流のヌプリパオマナイ沢の右岸から南方の沢にかけて模式的 

に分布している。またヌカナン川両岸の地形の高所，ピリベツ川の左岸にも分布がみ 

られる。 

岩質・岩相： 灰白色の流紋岩熔岩で，流理構造がよく発達している。ヌプリパオマ 

ナイ川では，パーライトを特徴的にはさんでいる。 

顕微鏡下で観察すると，斑晶は斜長石を主体としているが，石英やまれに角閃石・ 

普通輝石なども含まれている。石基は微斜長石の部分とガラスの部分とが互層状の流 

理構造が認められる。石基はマイクロヘルシテック組織を持っており，やや変質を受 

けている。 

層位関係： 熔結凝灰岩の上位に分布しているが，図幅西北隅では熔結凝灰岩のなか 

にはさまれている。 

Ⅲ.２ ３ 足 寄 層 

この地層は，図幅地域では，中央部から西南部にかけて広く発達しており，下位か 

ら砂岩泥岩層，安山岩熔岩，集塊岩砂岩層，浮石質凝灰岩層，石英安山岩質熔結凝灰 

第８図 ヌカナン川層熔結凝灰岩の露頭 
（ヌカナン川流域） 
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岩の５つの部層に区分される。下位のヌカナン川層とは傾斜不整合の関係にある。 

ⅰ）砂岩泥岩層 

分布： 旭ケ丘付近の芽登川流域およびその支流に模式的に発達するほか，芽登川中 

流部，音更川から北に入る小沢および美利別川支流のドイマベツ沢，ホロカピリベツ 

川流域にも分布している。 

岩質・岩相： この地層は，礫岩・砂岩・泥岩で構成されるが，まれに角礫凝灰岩を 

はさむ場合がある。 

礫岩は指頭大の円礫～亜円礫からなりたっているが，まれに大の礫も含んでい 

る。礫質は流紋岩や熔結凝灰岩など下位層から由来したものが多い。 

砂岩は，灰色の中粒～粗粒砂岩で，礫質の部分もある。 

泥岩は，青灰色～灰白色を呈し，板状の凝灰質泥岩であるが，シルト岩の部分もあ 

る。また細粒砂岩の薄層を縞状にはさんでいる場合もある。 

この砂岩泥岩層は，基底部は礫岩および砂岩で構成されているが，主部は泥岩が優 

勢な砂岩，泥岩の互層である。また砂岩や泥岩の同時礫を取り込み，乱堆積状の岩相 

を呈しているところもある。音更川や芽登川などには，砂岩・泥岩の互層のなかに薄 

い亜炭層や炭化度の低い木幹片，また保存不良の植物化石などを含んでいる。 

なお，この地層は，ホロカピリベツ川層の砂岩泥岩互層と同様に，湖成堆積物の様 

相を呈しており，同層と区別しにくい場合もある。 

層位関係： 芽登川中流の右岸の崖で，下位のヌカナン川層との不整合関係が見られ 

る。ここでは，砂岩泥岩層基底部の含礫砂岩が，ヌカナン川層の角礫凝灰岩層の上に 

不規則な面で境いしてのっている。さらに，この基底部を北方の芽登川の支流へ追跡 

すると，ヌカナン川層の熔結凝灰岩の上にのっている。ドイマベツ川では，ヌカナン 

川層の角礫凝灰岩の上に重なっているようであるが，露頭での直接の関係は不明であ 

る。 

層厚： 芽登川上流地域で80～100mの層厚をもっている。 

ⅱ）安山岩熔岩
＊

 

 分布： 図幅の中央部から西部にかけた地域の山稜部に発達している。もっとも模 

式的に発達するのは丸山から美利別川流域をへてホロカピリベツ川流域までの地域で 

 

＊ 常元図幅地域のクマネシリ熔岩に相当するものであろう。 
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ある。また，図幅の西北部のクマネシリ岳や南クマネシリ岳の山体も，この安山岩で 

構成されている。 

岩質・岩相： 堅硬ち密な黒色～暗灰色の安山岩熔岩を主体としているが，旭ケ丘付 

近の芽登川支流や，ヌカナン川と美利別川の合流点付近の下部の岩相は，集塊岩状を 

呈している。また下位層の砂岩泥岩層を欠きホロカピリベツ層の上に累重する美利別 

川流域では，大～人頭大の主として下位層から由来したと考えられる流紋岩や熔結 

凝灰岩などの角礫～亜角礫をともない，基底礫岩的な集塊岩状の岩相が発達している。 

安山岩は，一般に板状節理の発達がいちじるしい。しかしホロカピリベツ川流域で 

は同じ岩質で放射状節理の発達もみられる。 

安山岩は，顕微鏡下の観察によると，斑晶は一般に少ないが，斜長石，しそ輝石， 

普通輝石がみられる。なかには，しそ輝石をともなわないものもある。石基はハイア 

ロフェルスティック組織を有し，微細な斜長石・普通輝石，ガラスなどからなりたっ 

ている。 

層位関係： 旭ケ丘付近の芽登川の支流では砂岩泥岩互層が指交関係で，側方へ集塊 

第９図 足寄層安山岩熔岩の板状節理 
（美利別川流域） 

第 10 図 足寄層安山岩熔岩中にみら 
れる放射状の節理 
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岩から熔岩へ移化する様子がみられる。芽登川中流や音更川でも，安山岩熔岩の下位 

に砂岩泥岩層をともなっている。前述した美利別川流域および図幅西北部山地で 

は砂岩泥岩層を欠き直接ヌカナン川層の角礫凝灰岩層，熔結凝灰岩および流紋岩の各 

層準の上に重なっている。またホロカピリベツ川では，ホロカピリベツ川層のプロピ 

ライト類の上に累重している。 

ⅲ） 集塊岩砂岩層 

分布： 美利別川下流部右岸地域に狭長な分布をしめしている。 

岩質・岩相： 図幅地域では，角礫凝灰岩や集塊岩などの火山砕岩と凝灰岩砂岩や 

泥岩などの互層からなりたっている。 

 

 

 

 

 

 

 

角礫凝灰岩や集塊岩は，基質は黄色を呈し，浮石片や安山岩片を含んでいる。礫 

として入る安山岩は丸山安山岩と同じ黒色～暗灰色のしそ輝石，普通輝石安山岩で， 

この岩相は丸山安山岩に連なるものと考えられる。基質のなかには凝灰質泥岩や砂岩 

の同時礫を含んでいる。 

凝灰質砂岩は暗灰色～灰色の中粒～粗粒の砂岩で板状の層理が発達しており，安山 

岩の岩片を含んでいる。泥岩は灰白色で凝灰質である。 

層位関係： 丸山安山岩の上位に位置するが，前述したように，この地層中の角礫凝 

灰岩や集塊岩を追跡すると丸山安山岩に移過することから安山岩熔岩と指交関係にあ 

るものと考えられる。 

層厚： 図幅地域では50m前後である。 

ⅳ） 浮石質凝灰岩層
＊

 

 
＊ 陸別図幅（1960）の足寄層上利別集塊岩・砂岩部層の一部に相当する。 
＊ 陸別図幅（1960）の足寄層ペンケトブシ凝灰岩部層に相当する。 

第 11 図 足寄層集塊岩砂岩層の露頭（美利別川流域） 
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分布：図幅地域では美利別川の支流，キトウシ沢，オンネナイ沢の下流に分布す 

る。また図幅南端部の美利別川右岸にも小さく分布している。 

岩質・岩相： 図幅地域では灰白色の非常に粗しょうな塊状の凝灰岩で，層理を測定 

することができない。この凝灰岩には，指頭大以下の石英安山岩の岩片や浮石および 

石英粒を含んでいる。石英安山岩質の凝灰岩である。新鮮な面ではやや堅いが，風化 

すると淡色，ないしは淡桃色のざくざくした凝灰岩になりやすい。 

層位関係： 上利別集塊岩砂岩層の上位に整合的に発達している。 

層厚： 図幅地域では50前後の層厚である。 

ⅴ）石英安山岩質熔結凝灰岩
＊

 

分布： 図幅地域では，図幅東南部の茂喜登牛付近に分布している。 

岩質・岩相： 暗灰色のやや軟質な熔結凝灰岩で，板状の節理が発達している。とこ 

ろによっては，やや粗しょうな集塊岩の外観をしめすものもある。 

顕微鏡下では，主としてガラスからなりたっているが斜長石・石英・しそ輝石・緑 

色角閃石・磁鉄鉱などの鉱物片や浮石片を含んでいる。 

ガラスは流理構造を持った黒色透明なものである。 

層位関係： 浮石質凝灰岩層の上位に整合的に発達している。 

層厚： 茂喜登牛付近で100～150mの層厚を持っている。 

Ⅲ.２ ４ 池 田 層 

分布： 図幅南東方の美利別川流域にわずかに分布している。 

この地層は，南に隣接する上士幌図幅地域に模式的に発達している。この図幅内に 

は，上部岩相の一部が分布しているだけである。 

岩質・岩相： この地層は，大から人頭大の礫から構成されている軟弱な砂岩を主 

体として，粗しょうな凝灰質粗砂岩を，わずかに介在している。全体に偽層層理が発 

達している。 

なお，模式的に発達する上士幌図幅地域では，下位から，細粒礫岩層，亜炭をはさ 

む砂岩泥岩互層，浮石質凝灰岩層，大から人頭大の礫岩層などの岩相がみられる。 

層位関係： 足寄層の浮石質凝灰岩層の上位に不規則な波状面をもって累重してい 

る。 

 

＊ 陸別図幅（1960）足寄層下愛冠熔結凝灰岩部層に相当する。 
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層厚： 美利別川流域で15m以上の厚さをもっている。 

Ⅲ.２ ５ 新第三紀の火成岩類 

新第三紀の火成岩類としては，ホロカピリベツ川層のプロピライト，ヌカナン川層 

の流紋岩，足寄層の安山岩などの熔岩類と，玄武岩・安山岩・石英斑岩などの岩脈が 

ある。熔岩類については，まえにのべたので，ここでは岩脈についてのべる。 

ⅰ）玄 武 岩 

地質図には，塗色しなかったが，芽登川上流地域で，ホロカピリベツ川層のプロピラ 

イト熔岩を貫く玄武岩の小岩体がみられる。 

顕微鏡下の観察では，斑晶は普通輝石・斜長石で構成されている。石基は普通輝 

石・斜長石からなり，ハイアロオフィテック組織を持っている。 

なお有色鉱物（普通輝石）は，かなり変質を受けている。方解石や黄鉄鉱などもみ 

られる。 

ⅱ）石 英 斑 岩 

芽登川最上流部地域に，ホロカピリベツ川層のプロピライト熔岩および砂岩泥岩互 

層を貫ぬいて分布している。 

この岩石は，灰白色～灰色を呈し，大きな斜長石や石英の斑晶が顕著にみられる粗 

粒の岩相をしめしている。 

顕微鏡下の観察では，斑晶は斜長石，石英，角閃石，しそ輝石などからなりたってい 

る。石基は，石英・斜長石の微晶で，石英は融されガラスになっている。マイクロ 

ヘリステック組織をもっている。 

ⅲ）安 山 岩 

芽登川中流部やホロカピリベツ川流域で，ヌカナン川層の角礫凝灰岩や熔結凝灰岩 

を貫ぬく，小さな安山岩岩脈が発達している。 

安山岩岩脈は，黒色の堅硬ち密な普通輝石・しそ輝石安山岩であって，前述した足 

寄層の安山岩熔岩とは，区別がつきづらいものである。 

Ⅲ.３ 第 四 系 

図幅地域の第四系は，洪積世に属する。火山岩類，芽登凝灰岩層，400～600mの 

平坦面を構成している礫層，段丘堆積物，および沖積世の崖錐堆積物，沖積層などで 

ある。 

Ⅲ.３ １ 火 山 岩 類 
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火山岩類は，キトウシ熔岩および974.7m山熔岩とに区分される。 

ⅰ）キトウシ熔岩 

分布： キトウシ山を構成する熔岩で，図幅の東部地域を広くおおっている。 

岩質・岩相： 暗灰色～灰色を呈し，板状節理を持つ含かんらん石，しそ輝石，普通 

輝石安山岩である。ち密から多孔質と多様な岩相を示し，斜長石の斑晶が目立ち，ゴ 

マ塩状の外観を呈している。 

顕微鏡下の観察では，斑晶は斜長石・普通輝石・しそ輝石・かんらん石で構成され 

る。かんらん石はイデング石化がみられる。石基はインターサータル組織を持ってお 

り，おもに，柱状の斜長石と単斜輝石がみられ，その間に磁鉄鉱が散点している。 

層位関係： 新第三系のいろいろな地層を不整合におおっている。 

ⅱ） 974.7m熔岩 

分布： 図幅西南部の，音更川と芽登川の間にある稜線の974.7mの三角点から，西 

に隣接する糠平図幅地域内にかけて分布している。 

岩質・岩相： 灰白色～灰色を呈し，肉眼的にも斜長石・石英・角閃石の斑晶がけん 

著な角閃石，石英安山岩である。 

顕微鏡下の観察では，斑晶は斜長石・角閃石・普通輝石・しそ輝石・石英などで， 

石基は火山ガラスを主体とし，斜長石や石英の微晶からなりたっており，ハイアルフ 

ェリテック組織をしめしている。 

層位関係： 図幅地域ではホロカピリベツ層のプロピライト熔岩をおおっている。 

Ⅲ.３ ２ 芽登凝灰岩層 

分布： 図幅南東方の美利別川流域にわずかに分布している。 

この地層は，南に隣接する上士幌図幅地域に模式的に発達しており，この図幅内に 

は，わずかに一部が分布しているだけである。 

岩質・岩相： 軽石礫をふくむ粗しょうな凝灰岩であって，指頭大以下の角礫をとも 

なっている。全層を通じて，雲母片を特徴的にふくんでいる。 

層位関係： 緩く傾斜する池田層の上位に不整合関係をもってほぼ水平に累重して 

いる。 

層厚： 芽登第２発電所付近の小沢で，6～7mの厚さをしめしている。 

Ⅲ.３ ３ 上旭ケ丘礫層 

分布： 図幅西南部の上旭ケ丘付近および音更川と芽登川にはさまれた地域で標高 
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500～600mのやや平坦な地形を構成して発達しており，南方の上士幌図幅地域に連 

なっている。 

岩質・岩相： この地層は人頭大から大程度の円礫～亜円礫を主体とした軟弱な 

礫層で，砂質の部分をわずかにともなっている。構成礫は，下位の丸山安山岩から由 

来したと考えられる黒色の普通輝石・しそ輝石安山岩が非常に多い。 

この礫層は，次に述べる植坂山 

礫層と同様，その分布状態が段丘 

堆積物とやや異なっており，図幅 

内での分布だけから地質上の解釈 

をくだすことは今のところ困難で 

ある。 

層および位関係： 足寄層の砂 

岩泥岩層および丸山安山岩の上に 

不整合に重なっている。 

層厚： 10～15m程度である。 

Ⅲ.３ ４ 植坂山礫層 

分布： 図幅南東方の標高500～400mのやや平坦な地形を形成している地域に発達 

する地層であって，南に隣接する上士幌図幅内の植坂山地域に模式的に分布してい 

る。 

岩質・岩相： 人頭大から大程度の円～亜円礫を多くまじえた軟弱な礫層であっ 

て，安山岩の礫をかなり含んでいる。 

なお，模式的に発達する植坂山地域では，礫層の礫がいく分小さくなり，大から 

指頭大の礫が目立つような岩相に変わっている。 

層位関係： 鮮新世の足寄層の各部層を不整合におおって累積している。 

層厚： 10m以上に達する。 

Ⅲ.３ ５ 段丘堆積物 

段丘堆積物は，現河床からの高さによって，第１段丘堆積物，第２段丘堆積物，第 

３段丘堆積物の３層に区分することができる。 

ⅰ）第１段丘堆積物 

主として西喜登牛から下流の美利別川の右岸地域に発達している。開析はやや進ん 

第 12 図 上旭ケ丘礫層を構成する平坦地形 
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でいるが，現河床から80～100m高さに分布している平坦面を構成している。 

大の円礫～亜円礫を主体とし，まれに人頭大の礫も含んでいる。 

厚さは2～3mである。 

ⅱ）第２段丘堆積物 

図幅南部の美利別川流域や音更川の流域に良好に発達している。現河床から40～ 

60mの高さの平坦面を構成し，厚さ3m内外の砂礫層である。砂礫層の基底部には 

大から人頭大の礫がみられる。 

ⅲ）第３段丘堆積物 

図幅地域の主要河川の流域に普通にみられる。現河床より5～7mの高さの平坦面 

を構成する砂礫層で，厚さは2～3mていどである。 

Ⅲ.３ ６ 崖錐堆積物 

キトウシ山の南斜面，丸山の西斜面，ホロカピリベツ川などの地域にみられる。こ 

の堆積物は，後背地から由来した安山岩の角礫岩で構成されている。 

Ⅲ.３ ７ 沖 積 層 

現河川にそって発達する氾らん源堆積物であって，西喜登牛より下流の美利別川流 

域では最も幅広く発達している。 

Ⅲ.４ 地 質 構 造 

図幅地域は，正常堆積岩の発達が少なく，中新世から第四紀まで，各時期の火山活 

動にともなう熔岩や火山砕岩類におおわれており，図幅地域の資料だけから地質構 

造を解釈することはむずかしい。しかし，地層の配列，および断層の発達状況から， 

次のような地質構造が読みとれる。 

ⅰ）ドーム状構造・ベーズン状構造 

図幅地域の最下部層を構成するホロカピリベツ川層は,(1）芽登川上流から音更川に 

いたる地域（2）出合付近から芽登温泉付近（3）ホロカピリベツ川の流域（4）図 

幅東北端の地域などに分布しているが，それぞれの分布地域で，ドーム状構造を形成 

している。おのおののドーム状構造は，断層に切断されてはいるが，緑色凝灰岩層や 

プロピライト熔岩を軸部として，その周囲を砂岩・泥岩互層が取り巻く形をもってい 

る。軸部の方向は，それぞれの地域とも，ほぼ南北である。 

ドーム状構造の間にはさまれた地域には，ゆるい傾斜のベーズン状の向斜部がみら 

れ，N－S～NNW－SSE方向の軸をもって配列している。この向斜部には，ホロカピ 
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リベツ川層より上位の地層が発達している。さらにその中心部には，鮮新世足寄層の安 

山岩熔岩が分布している。このほか，図幅の東南部地域には，南方～東南方に開く半 

ベーズン状の構造がみられ，足寄層の安山岩熔岩の異相と考えられる集塊岩砂岩層， 

および，より上位の鮮新世の地層が発達している。 

ⅱ）断   層 

図幅地域には，N－S性とE－W性の方向をしめす２系統の断層が発達している。 

N－ S性の断層は,(1）ヌプリパオマナイ沢から音更川につらなるもの（2）芽登 

第 13 図 地 質 構 造 図 

１ ホロカピリベツ川層 ２ ヌカナン川層 ３ 足寄層（安山岩熔岩） ４ 安山岩 
熔岩より上位の足寄層および池田層 ５ 第四紀の火山岩類 ６ 断層 ７ 背斜軸 
８ 向斜軸 ９ ドーム状構造 10 ベーズン状構造 
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温泉付近のもの（3）ホロカピリベツ川上流のもの，などがある。これらの断層は， 

いずれもホロカピリベツ川層で構成されるドーム状構造の軸方向に平行して，その翼 

部に発達している。なお，ホロカピリベツ川層は，これらの断層を境いとして，上位 

層と接している。 

E－W性の断層は，厳密にはNWW－SEE～NEE－SWWの断層で，図幅の西部地 

域や出合付近にみとめられる。この系統の断層は，ドーム状構造を横切る胴切り断層 

で，前にのべたN－S性断層より規模は小さい。 

N－S系，E－W系の二つの断層の関係はあまり明確ではない。しかし，N－S性の 

断層が，足寄層を切っているのに対し，E－W系の断層には，足寄層を切るものは見 

当らない。またE－W系の断層は，N－S系の断層に切られている。 

図幅地域の地質構造は，のべたようにドーム状，ベーズン状の構造および二つの系 

統の断層によって規定されている。 

このような地質構造をもたらした要因として次のことが考えられる。 

図幅地域は，その地質構成から，ホロカピリベツ川層および足寄層の堆積時に，一部 

陸域の堆積盆を形成したほかには，すべて陸地で，全体的に隆起地域であったと考え 

られる。ドーム状構造を呈する地域は，もっとも隆起量の多かった地域と考えられ， 

このような隆起は，ホロカピリベツ川層堆積後から鮮新世末まで続けられていたもの 

と考えられる。 

二つの系統の断層は，ドーム状構造を呈している地域に発達しており，ドーム状構 

造を形成した隆起運動と密接な関係をもって生成されたものと考えられる。 

このような過程で形成された図幅地域の地質構造は，鮮新世末に一応完成したもの 

と考えられる。 

Ⅳ 応 用 地 質 

Ⅳ.１ 金銀鉱徴地 

図幅地域には，大きな鉱床は知られていない。しかし，図幅地域の最下部層で緑色 

凝灰岩や，プロピライト類で構成されるホロカピリベツ川層中には，所々に小規模な 

鉱徴がみられる。すなわち，図幅西南部の芽登川上流地域に分布する緑色凝灰岩や， 

プロピライトのなかに小規模な含金，銀石英脈や，黄鉄鉱の鉱染などがみられるが， 

現在のところ鉱床を対象とする調査が行なわれておらず，鉱脈の大きさや品位などに 
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ついては不明である。 

Ⅳ.２ 温泉（芽登温泉） 

図幅地域には温泉として芽登温泉がある。芽登温泉は，美利別川の合流点より約4 

km上流のヌカナン川の左岸に位置している。 

芽登温泉付近の地質はホロカピリベツ川層に属する緑色凝灰岩層で非常に角礫質で 

ある。 

温泉はヌカナン川の左岸の川岸より3mの高さに崖を形成している緑色凝灰岩のN 

45ﾟW，50ﾟSW，幅0.5cmのき裂より湧出しており，土管により浴槽へ自然流導して 

いる。 

温泉の分析値は第１表に示したが，泉温59ﾟ，P.H8.4で硫化水素を主体とするア 

ルカリ性の硫黄泉で湧出量は230l/minである。 

現在，旅館が一軒営業を行なっている。 

第１表 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.３ 石   材 

図幅地域には，石材として利用することができる岩石が非常に多い。特に足寄層の 

安山岩熔山は砕石用に適しており，立地条件や露頭条件からみて，ホロカピリベツ川 

下流地域や丸山付近などでは，採石することが可能であろう。 

また，丸山安山岩は，一般に板状節理が発達しており，節理が非常によく発達して 

いて平板状にわれやすい部分は鉄平石として，装飾用石材に利用できるものと考えら 

れる。 

ヌカナン川層のなかには，パーライトがみられる。特にヌプリパオマナイ沢に多 

い。利用については，さらに検討の心要がある。 
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E X P L A N AT O R Y T EX T  
O F  T H E  

G E O L O G IC A L  M A P O F  J A P A N 
(S c a l e   1： 50,000) 

M ETŌ  O NS E N  
(K u s h i r o－ 4）  

 

b y  

Kō j i  Takaha sh i  and  Ka t s u to sh i  Mi t a n i  

(Geol og ica l  Su r vey  o f  Hokka idō)  

 

R é s u m é  

T h e  m a p  a r e a  o f  t h e  M e tō  O n s e n  s h e e t  i s  l o c a t e d  i n  t h e  

mountainous land of the central Hokkaidō, between Lat. 43ﾟ30'－  

43ﾟ20'N. and  Long. 143ﾟ15'－143ﾟ30' E.  

 

Topography  

The  a rea  covered  by  the  shee t  i s  the  mounta inous  land  wi th  

the  r idges  of  1000m high  above  sea  leve l.  The  topography  i s  

d iv ided  in to  th ree  pa r t s  as  fo l lows:  

1)  The  volcan ic  topography  cen te red  by  Mt. Kitoush i(1312.3  

m)  a t  the  eas te rn  pa r t  o f  the  shee t.  

2)  The  s t eep  and  d i sec ted  mounta in  land  of  the  e leva t ion  of  

600－ 1000m above  sea  leve l  a t  the  wes te rn  pa r t.  

3)  The  penep la in  of  400－ 600m high a long the  P i r ibe t su  r iver  

a t  the  southern  pa r t.  

Geology  

The  Neogene  format ions, Quate rna ry  format ions  and  assoc ia-  

t ed  igneous  rocks  bui ld  the  geology  o f  the  shee t  a rea  a s  shown 
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i n  Tab le.  

Neogene  fo rmat ions  

The  Neogene  fo rmat ions  a re  composed  o f  the  Horokap i r ibe t su  

gawa  an d  Nukanan  gawa  Fo r ma t ions  o f  t he  Miocene, and  the  

Ashoro  and  Ikeda  Format ions  of  the  P l iocene  success ive ly  f rom 

the  lower  to  the  upper.  

Tab le  

Al luvia l  depos i t s  
Ta lus  deposi t s  
3 rd. t e r race  deposi t s  
2nd.  t e r race  depos i t s  
1s t.  t e r race  depos i t s  
Uesakayama grave l  bed  
Kamiasahigaoka  g rave l  bed  
Metō  tu f f  bed  
Ki toushi  lava  
974.7m yama lava  

Ikeda  format ion  
Dac i t i c  welded  tu f f  
Pumiceous  tu f f  member  
Agglomera te  sandstone  member  
Andesi t e  lava  
Sandstone  muds tone  member  

Rhyol i te  l ava  
Rhyol i t i c  welded  tu f f  
Brecc ia  tuf f  member  
Sandstone  muds tone  a l t e rna t ion  member  
Propy l i te  l ava  
Green  tu f f  member  

Horokap i r ibe t su  gawa Format ion;   The  format ion  represent s  
the  lowes t  o f  the  a rea  compos ing  the  andes i t ic  g reen  tu f f  member， 
p ropy l i t e s  and  the  sandstone  muds tone  a l te rna t ion  member  wi th  
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foss i l  f lo ra  f rom the  lower  to  the  upper.  The andes i t ic  g reen  

tu f f  shows  gene ra l ly  the  na tu re  o f  b recc ia  i nc lud ing  p ropy l i t e  

b recc i a,whi le  i t  ha s  an  agg lomera t i c  appea rance  pa r t ly.  The 

propy l i t e s  a re  or ig ina ted  ma inly  f rom andes i t ic  l avas  bes ides  the  

p ropy l i t e s  f rom the  in t rus ives  o f  basa l t  a re  found.  The  foss i l  

f lora  de r ived  f rom the  muds tone  sandstone  a l te rna t ion  member  i s  

called the Taushibetsu Flora as the indicator of the Miocene.  The 

success ive  re la t ion  o f  the  three  beds  i s  ra ther  re l a t ive  one,  be-  

cause  the  in te r inger  o f  these  beds  i s  seen  commonly.  

Nukanan gawa  Format ion;   The  Format ion  cover ing  confor-  

mab ly  the  Horokapi r ibe t su  gawa Format ion, i s  d iv ided  in to  the  

tu f f  b recc ia  member, rhyol i t i c  we lded  tu f f  and  rhyol i t e  l ava  f rom 

the  lower  to  the  upper.  The tuf f  b recc ia  member  has  a  rhyol i t i c  

composi t ion  pa r t ly  wi th  we lded  por t ion  which  t rans i t s  g radual ly  

toward  the  we lded  tuf f  o f  the  upper  bed.  The  rhyol i t e  lava  has  

in tense  f low s t ruc ture  and  somet imes  in te rca la te s  in to  the  we lded-  

t u f f.  

Ashoro  Format ion;   The  Format ion  cover ing  unconformably  

t he  l ower  fo rma t ions,  i s  d iv ided  in to  t he  s ands tone  muds tone  

member,  andesi te  lava,  agglomerate  sandstone member,  pumiceous 

tuff member, dacitic welded tuff.  The andesite lava is mainly cha-  

r ac te r ized  by  augi te  hypers th ine,  whi l e  the  agglomera t ic  fac ie s  a re  

seen  in  some p laces.  The  andes i te  lava  i s  d i s t r ibu ted  wide ly  in  

the  shee t  a rea.  The  upper  por t ion  o f  the  andes i t e  lava  t r ans i t s  

t o  t he  agg lomera te  sands tone  member  wi th  i n te r f i nge r  r e l a t i on  

and  a l so  the  lower  por t ion  to  the  sands tone  muds tone   member  

w i t h  t h e  s a m e  r e l a t i o n s h i p,   T h e  P u m i c e o n s  t u f f  m e m b e r  i s  

r epresen ted  by  the  dac i t i c  tu f f  r i ch  in  pumices.  

Ikeda  Format ion;   The  Format ion  covers  the  Ashoro  Forma-  

t ion unconformably.  I t  is  composed mainly of conglomerate with 

pebb le s  o f  10cm in  s i ze  and  the  a l t e rna t ion  o f  s ands tone  and  
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muds tone  in te rca la ted  by  tu f f  and  l igni t e  in  the  lower  por t ion.  
Qua te rna ry  Format ions  
The  Quate rna ry  Format ions  a re  d iv ided  in to  four  fo rmat ions ,  

i.e.  the  Metō  t u f f  bed  as  the  lowes t,  vo lcanics,  t e r race  deposi t s,  
and  a l luv ia l  depos i t s.   The  Metō  t u f f  bed  represen ted  by  the  grey  
pumice  tu f f  r i ch  in  b io t i te  f lakes  occurs  on ly  a t  the  south-western  
co rne r  of  the  shee t.   The  vo lcanic  rocks  a re  of  the  lavas  of  the  
Kitoushi  volcano characterized by augite hypersthene andsite which 
i s  wide ly  d is t r ibuted  a t  the  eas te rn  pa r t  o f  the  shee t,  and  a l so  
the  dac i te  of  974.7m lava  a t  the  wes te rn  corner  of  the  Shee t.  
The  g r ave l  beds  a r e  two  o f  which  t he  Asah igaoka  g r ave l  be d  
covers  the  f la t  p lane  wi th  500－ 600m high  above  sea  leve l  a round  
t h e  N u k a n a n,  M e tō  a n d  O t o f u k e  r i v e r s,  a n d  t h e  U e s a k ay ama  
grave l  bed  covers  the  f la t  p lane  wi th  400－ 500m high  on  the  le f t  
b a n k  o f  t h e  K i t o u s h i  r i v e r  a t  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  s h e e t  
a rea.  I t  i s  no t  c lea r  whethe r  these  grave l  beds  may  involve  in  
the  te r race  deposi t s  o r  no t.   There  a re  te r race  depos i t s  o f  which  
the  f i r s t  t e r race  deposi t  o f  80－ 100m high above  r iver  bed   and  
t h e  s e c o n d  t e r r a c e  d e p o s i t  o f  50－ 60m  h i g h  s e e n  a l o n g  t h e  
P i r ibe t su  r ive r.   Al so  the  th i rd  te r race  depos i t  o f  5－ 8m high  
above  r ive r  bed  i s  seen  a t  the  banks  of  the  leading  r ive r s.  

Economic  geo logy  
The  ind ica t ion  of  go ld  and  s i lver  o res;   Some ind ica t ion  of  

go l d  and  s i l ve r  o r e s  a r e  f ound  a rund  t he  uppe r  r each s  o f  t he  
Me tō  r i ve r  w he re  t he  go ld  and  s i l ve r  bea r in g  qua r t z  ve in s  o f  
small  scale are emplaced within the Horokapiribetsu gawa Forma-  
t ion.  I t  i s  unknown a t  the  present  moment  whe the r  they  cou ld  
be  worked as  a  mine  o r  not.  

Bu i ld ing  s tones;   The  ha rd  and  homogeneous  igneous  rocks  
a l l  over  the area of  the sheet  are  avai lable  for  the bui lding s tones,  
particulary the Ashoro formation's andesite lava on the lower cou‐ 
r ses  o f  the  Horokap i r ibe t su  r ive r  wi l l  p roduce  the  most  su i tab le  
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mate r ia l s.  
Hotspr ings;   The  Metō  Onsen (Hotspr ings)  i s  s i tua ted  a long 

the  Nukanan r ive r  a t  the  cente r  o f  the  shee t.   The  spar  gushes  
ou t  f rom the  c revices  o f  the  green  tu f f  o f  the  Horokapi r ibe t su  
gawa Format ion.   I t s  t empera ture  shows  58ﾟC and the  amount  
o f  the  gush  i s  230 l/min.   The  chemica l  cha rac te r  indica tes  one  
of the alkali-sulpher springs composed mainly of hydrogen sulphide.  
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